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高
知
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
（
以
下
、
県
連
）
は
２
０
１
９
年
１
月
、
県

や
市
町
村
の
教
育
委
員
会
、
中
学
校
に
対
し
、
武
道
授
業
で
の
少
林
寺
拳

法
の
採
択
を
働
き
か
け
、
19
年
度
か
ら
毎
年
、
県
内
２
校
で
外
部
指
導
者

と
し
て
少
林
寺
拳
法
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
授
業
運
営

に
あ
た
り
、
県
連
は
独
自
の
感
染
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
。
ま

た
、
前
年
度
の
授
業
実
績
を
踏
ま
え
て
新
た
な
指
導
案
の
作
成
に
取
り
組

み
、
中
学
校
に
も
確
認
・
助
言
を
い
た
だ
き
、
生
徒
に
新
た
な
発
見
と
自

己
成
長
に
つ
な
が
る
授
業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
過
程
で
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
、
南
国
市
立
香
南

中
学
校
で
の
実
践
を
例
に
紹
介
す
る
。

　
つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
㊽
（
生
徒
が
熱
中
す
る
少
林
寺
拳
法

授
業
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
コ
ー
チ
ン
グ
の
視
点
）

高
知
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
事
務
局
長
（
高
知
中
央
高
等
学
校
教
諭
）

岡
田　

俊
介
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と
め

終
わ
り
に

今
後
に
向
け
て

生
徒
中
心
の
武
道
授
業

10 11 12中
学
校
武
道
授
業
は

武
道
の
未
来
づ
く
り
の
原
点

武
道
授
業
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み

香
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で
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取
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み

「
技
術
習
得
」か
ら「
楽
し
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を
知
る
」へ

外
部
指
導
者
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視
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を
切
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三
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平
成
24
年
か
ら
完
全
実
施
と
な
っ
た

中
学
校
保
健
体
育
科
で
の
武
道
授
業
。

保
健
体
育
科
教
員
の
中
に
は
、
柔
道
や

剣
道
な
ど
の
有
段
者
は
い
る
も
の
の
、

決
し
て
多
く
は
な
い
。
さ
ら
に
、
有
段

者
で
実
際
に
武
道
指
導
を
行
っ
て
い
る

教
員
は
幼
少
期
か
ら
稽
古
に
励
ん
だ
人

や
学
生
時
代
か
ら
大
会
で
成
績
を
収
め

た
人
に
限
ら
れ
、
そ
の
数
は
非
常
に
少

な
い
。

　

ま
た
、
学
校
の
施
設
環
境
や
防
具
、

備
品
在
庫
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、

武
道
授
業
の
継
続
的
な
展
開
に
は
課
題

が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
、

学
校
現
場
で
は
各
武
道
団
体
の
指
導
者

を
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
て
教
員
と
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
徒
に
武
道
の
礼
儀
作
法
を
は

じ
め
と
す
る
伝
統
的
な
考
え
方
を
理
解

さ
せ
、
よ
り
充
実
し
た
武
道
授
業
を
展

開
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
単
に
武
道
授
業
を
実
施
す
る
だ
け

で
な
く
、
武
道
指
導
経
験
の
浅
い
教
員

に
と
っ
て
、
経
験
豊
富
な
指
導
者
の
指

導
方
法
や
評
価
ポ
イ
ン
ト
、
配
慮
す
べ

き
注
意
点
な
ど
を
実
際
の
授
業
で
確
認

し
、
今
後
の
教
科
指
導
・
授
業
づ
く
り

を
行
う
上
で
、
と
て
も
有
益
な
機
会
で

あ
る
。

　

各
武
道
団
体
に
と
っ
て
も
、
武
道
を

学
ぶ
生
徒
・
学
生
が
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
授
業
実
施

は
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
あ
る
た
め
、

積
極
的
に
展
開
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
指
導
員
の
派
遣
に
当
た

っ
て
は
、
指
導
者
の
勤
務
先
と
の
調
整

や
指
導
者
の
保
険
加
入
な
ど
も
必
要
な

こ
と
か
ら
、
指
導
員
の
確
保
は
容
易
で

は
な
い
。

　

県
連
で
は
、
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
が
、
指
導
員
の
勤
務
先
を
訪
問

し
、
中
学
校
武
道
授
業
の
必
要
性
を
説

明
し
、
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
今

回
取
り
上
げ
る
南
国
市
も
教
育
委
員
会

や
中
学
校
へ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
授
業
が
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
運
営
に
あ
た
る
指
導
員

を
養
成
す
る
た
め
、
各
学
校
に
あ
る
少

林
寺
拳
法
部
の
部
活
動
で
指
導
実
習
す

る
ほ
か
、
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館

と
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
が

主
催
す
る
全
国
指
導
者
研
修
会
で
の
情

報
も
共
有
し
、
生
徒
に
対
す
る
指
導
方

法
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

終
わ
り
に

今
後
に
向
け
て

生
徒
中
心
の
武
道
授
業
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で
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み
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技
術
習
得
」か
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楽
し
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を
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」へ

外
部
指
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の
視
点
を
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授
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普
段
、
道
場
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
で
指
導
し
て
い
る
指
導
者
の
中
に

は
、
学
校
で
の
武
道
指
導
に
抵
抗
感
を

示
す
人
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
理
由
と

し
て
「
授
業
と
な
る
と
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
」「
数
時

間
で
技
術
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
」

「
授
業
を
受
け
る
生
徒
の
態
度
が
気
に

な
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。
武
道
を

通
じ
て
身
心
一い
ち

如に
ょ

の
修
行
に
邁ま
い

進し
ん

す
る

拳
士
を
普
段
指
導
し
て
い
る
だ
け
に
、

受
動
的
な
生
徒
の
姿
を
目
の
前
に
し
て

指
導
す
る
こ
と
に
困
惑
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
授
業
協
力
を
い
た
だ

く
指
導
員
の
方
々
に
対
し
「
少
林
寺
拳

法
の
楽
し
さ
を
、
生
徒
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
伝
え
た
。
普
段
の
指

導
と
は
違
う
視
点
を
事
前
に
持
つ
こ
と

で
、
技
術
到
達
度
に
つ
い
て
も
同
じ
基

準
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
「
技
が
で
き
る
・
で
き
な
い
で
は
な

く
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
ま
ず
知
っ
て
も

ら
う
。
授
業
を
通
じ
て
少
林
寺
拳
法
に

対
す
る
興
味
・
関
心
を
育
み
、
少
林
寺

拳
法
で
学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
に
活い

か
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
道

場
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
普
段
指

導
し
て
い
る
よ
り
良
い
人
間
形
成
の
目

的
に
つ
な
が
っ
て
く
る
」
と
考
え
る
。

　

授
業
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
、
核
と

な
る
教
員
の
負
担
も
大
き
く
な
る
が
、

外
部
指
導
者
と
事
前
に
情
報
共
有
す
る

こ
と
で
、
指
導
者
の
持
ち
味
を
活
か
し

た
新
た
な
授
業
展
開
（
指
導
方
法
を
含

む
）
も
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
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香
南
中
学
校
は
全
校
生
徒
約
80
人
の

市
内
中
規
模
校
で
あ
る
。
同
校
で
は
、

少
林
寺
拳
法
授
業
を
実
施
す
る
ま
で
、

剣
道
を
実
施
し
て
い
た
。
２
０
１
９
年

春
、
県
連
副
理
事
長
で
南
国
市
教
育
委

員
を
務
め
、
同
校
卒
業
生
で
も
あ
る
濵

田
雅
士
氏
を
通
じ
て
中
学
校
側
に
少
林

寺
拳
法
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
少
林
寺
拳
法
授
業
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
単
な

る
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
で
は
な
い
少
林
寺

拳
法
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
、「
少

林
寺
拳
法
の
教
え
や
技
術
に
触
れ
る
中

で
、
自
分
に
も
で
き
る
と
い
う
体
験
を

通
し
て
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
失

敗
を
恐
れ
ず
、
物
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
心
を
育
て
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
る
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
実
践
し
た
授
業
を
画
像
や
動
画

で
紹
介
し
て
、
先
生
方
に
授
業
実
施
時

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
や
す
い
よ
う
に
し

た
。

　

さ
ら
に
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法

連
盟
が
取
り
組
ん
で
い
る
指
導
者
研
修

会
や
中
学
校
武
道
に
関
す
る
指
導
資
料

な
ど
も
情
報
提
供
し
た
結
果
、
少
林
寺

拳
法
を
第
２
の
武
道
種
目
と
し
て
全
学

年
の
授
業
（
年
８
回
実
施
）
に
採
択
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
同
校

で
の
武
道
授
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
授
業
後
に
は

先
生
方
か
ら
指
導
方
法
の
改
善
・
提
案

な
ど
を
い
た
だ
き
、
当
県
連
も
よ
り
良

い
指
導
方
法
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
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少
林
寺
拳
法
で
は
学
ぶ
上
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
拳
の
三
訓
」
と
い

う
教
え
が
あ
る
。
ま
ず
正
し
い
師
の
教

え
を
守
る
「
守し
ゅ

」、
師
の
教
え
を
守
り

つ
つ
自
分
の
特
質
を
加
え
て
変
化
す
る

「
破は

」、
そ
し
て
師
の
教
え
を
超
え
て
自

分
の
技
術
を
生
み
出
す
「
離り

」
だ
。
創

始
者
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
技
法
を

に
も
活
か
し
て
み
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
体
内
・
体
外
の
情
報
や
刺
激
を

把
握
・
分
析
し
、
瞬
時
に
行
動
に
反
映

さ
せ
る
手
立
て
を
学
ぶ
、
ド
イ
ツ
発
祥

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
で
あ
る
。
ボ
ー
ル

や
新
聞
紙
な
ど
手
軽
な
備
品
を
用
い
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

学
校
で
も
新
た
な
器
具
を
購
入
す
る
こ

と
な
く
既
存
の
用
具
で
展
開
で
き
る
こ

と
か
ら
導
入
し
や
す
い
。

①
「
突
き
」
動
作
の
習
得

　

突
き
は
、
相
手
の
顔
面
や
腹
部
に
対

し
て
攻
撃
す
る
た
め
、
女
子
生
徒
を
中

心
に
恐
怖
心
が
あ
り
、
練
習
に
た
め
ら

い
を
生
じ
や
す
い
。
そ
こ
で
、
運
動
会

な
ど
で
用
い
る
ハ
チ
マ
キ
を
使
い
、
突

き
動
作
の
短
期
間
習
得
を
試
み
た
。
２

人
一
組
に
な
り
、
１
人
が
ハ
チ
マ
キ
を

他
者
に
向
か
っ
て
差
し
出
し
た
状
態
で

構
え
、
も
う
一
人
の
生
徒
が
瞬
時
に
ハ

チ
マ
キ
を
取
る
と
い
う
簡
単
な
動
作
で

あ
る
。
ハ
チ
マ
キ
を
取
り
に
行
く
動
き

は「
突
く
最
短
距
離
の
動
き
づ
く
り
」、

ハ
チ
マ
キ
を
摑つ
か

み
取
る
動
き
は
「
突
い

た
ま
ま
に
し
な
い
引
き
動
作
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
。
制
限
時
間
や
使
用
す
る

手
（
左
・
右
）
を
指
定
す
る
こ
と
で
、

練
習
内
容
は
多
様
化
し
、
男
女
も
一
緒

に
行
え
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
た
ち
も
意

欲
的
に
練
習
し
て
い
た
。

②
「
運う
ん

歩ぽ

（
足
運
び
）」
動
作
の
習
得

　

相
手
に
対
し
て
素
早
い
攻
撃
を
行

い
、
ま
た
相
手
の
攻
撃
に
対
し
て
素
早

い
体
さ
ば
き
を
行
う
た
め
に
は
「
運

歩
」
の
習
得
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
開
足
立
ち
の
状
態
か
ら
左
右
へ
移

動
（
蟹か
に

足
）
や
、
左
（
右
）
中
段
構
え

の
状
態
か
ら
前
後
へ
の
移
動
（
千ち

鳥ど
り

足
）
の
練
習
を
す
る
。
そ
の
際
、
言
葉

に
よ
る
指
示
（
例
「
左
へ
！
右
へ
！
」）

だ
け
で
な
く
、
指
差
し
や
音
（
リ
ズ
ム

を
含
む
）
な
ど
、
指
示
の
出
し
方
を
変

え
、
生
徒
た
ち
の
到
達
度
を
見
極
め
な

が
ら
、
指
示
し
た
方
向
と
逆
方
向
に
移

動
さ
せ
る
な
ど
難
易
度
を
変
え
る
。

　

ま
た
、
２
人
一
組
と
な
っ
て
一
方
の

生
徒
が
指
示
を
出
す
な
ど
、
生
徒
同
士

で
主
体
的
に
学
び
、
技
術
を
深
め
た
。

こ
の
よ
う
な
練
習
に
よ
り
、
生
徒
た
ち

の
視
線
は
足
元
で
は
な
く
、
次
第
に
相

手
の
身
体
全
体
へ
向
く
こ
と
に
よ
り
、

正せ
い

中ち
ゅ
う線
も
立
ち
、
姿
勢
の
改
善
に
も
つ

な
が
っ
た
。

礼法の学習

指
導
者
が
拳
士
に
伝
え
る
に
当
た
っ
て

は
、
時
間
を
か
け
て
段
階
的
な
指
導
が

必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
授
業
で
は
最
少
で
１
～
３

時
間
、
多
く
は
８
時
間
程
度
で
技
法
を

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

指
導
者
に
よ
っ
て
は
、
生
徒
に
技
法
を

伝
え
た
い
到
達
度
（
理
想
）
と
、
生
徒

た
ち
の
実
際
の
到
達
度
（
現
実
）
の
差

に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
、
普
段
と
は
違

う
指
導
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
生
徒
に
わ
か
り
や
す
い
、

技
法
習
得
の
た
め
の
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
践
し
た
。

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
視
点
を
導
入

　

私
は
学
生
時
代
、
体
育
の
家
庭
教
師

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
競
技
力
向
上

や
不
登
校
の
生
徒
の
体
力
維
持
を
目
的

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
従
事
し
た
経

験
が
あ
る
。
運
動
能
力
の
向
上
だ
け
で

な
く
、
集
中
力
や
忍
耐
力
な
ど
精
神
面

の
強
化
・
安
定
を
図
る
た
め
に
、
運
動

メ
ニ
ュ
ー
を
試
行
錯
誤
し
た
。
そ
の

際
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
取
り
入

れ
て
い
た
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
を
、
武
道
授
業

教科・科目 保健体育 学年・クラス 1 学年 予定授業時間 8 指導担当 高知県少林寺拳法連盟 中学武道必修化推進委員・指導員

次 時間 単元名
評価観点

指導目標 指導事項 指導上の工夫・留意点
関 思 技 知

1 1 ①基本礼法・作法
② CT（鏡ダッシュ）
③基本動作
（開足立からの突き・蹴り）

◎
〇

・少林寺拳法の基本的作法や動作を学び、これか
ら行う対人的技能の練習に向けた基礎を身につ
ける。

・生徒全員が挨拶（合掌礼）をできているか
確認する。

・構えには、次の動作の準備や攻防の要素が
含まれていることを説明する。

・体調管理、また安全に配慮する視点を養うため、爪の切り
具合や練習場所の安全確認を適宜指示する。

・動作を覚えやすくするために、リズムに合わせて基本動作
を確認する。

2 ①基本礼法・作法
② CT（フライ返し）
③前受身
④中段構えからの突き・蹴り
⑤講話（武の本質）

〇 ◎ ・手先・足先だけの突き・蹴りとならないように
肩と腰の回転を使った動作を身につける。

・講話を通して、武道を学ぶ意味を考え、腕力の
強さや技のうまさを競うことではないことを理
解する。

・順蹴や逆蹴を練習する。その際には、肩と
腰の回転を利用して「ゆっくり大きく」か
ら「速い」動きを意識する。

・前受身の実施にあたっては、マットがある場合は積極的に
活用して、事故防止に努める。合わせて使用上の留意点（新
型感染対策も含める）について学校側と事前確認を行う。

2 3 ①基本動作（突き・蹴り）
② CT（1 対 1 はちまき取り）
③対人的技能（内受突）
④講話（組手主体）

◎ 〇 ・突きに対して、手受けとならないように、身体
でさばき、相手の手首を受けるように内受動作
を身につける。

・講話を通して、１人で練習することも必要だが、
２人で練習する方が間合いのとり方や正確に攻
撃・反撃するなど、技が上手くなることを理解
する。

・正確な突き・蹴りをするために、攻者も守
者も足先の方向に気を付けるよう指示する。

・自他の健康・安全に配慮する習慣を養うため、爪の切り具
合や練習場所の安全確認を指示する。

・上段に対して突き攻撃をする際に、まずは笛を合図に突
き、正確性と動体視力に慣れさせた後、互いのスピード感
覚に応じて技練習をする。

4 ①基本動作（相対）
② CT（じゃんけんダッシュ）
③対人的技能（小手抜）
④講話（守主攻従）

〇 ◎ ・効果的な当身について理解を深める。
・講話において、少林寺拳法の技は受けてから反

撃する技がほとんどであり、冷静に相手の弱点
を見極めることで、正確な反撃を行うことがで
きることを理解する。

・技が手先だけにならないよう、肩と腰、そ
して運歩を使って対人的技能をするよう指
導する。

・当身の５要素には、①急所の位置、②当身の間合、③当身
の角度、④当身の速度、⑤当身の虚実があることを説明す
る。

5 ①基本動作（相対）
② CT（5 対 5 はちまき取り）
③対人的技能（上受蹴）
④講話（剛柔一体）

〇 ◎ ・頭上からくる攻撃に対しても、受手を力強く張
り、不敗の姿勢を作ってから反撃する。

・少林寺拳法の技の中には 剛法・柔法のそれぞれ
の要素が含まれているので、講話を通じて片寄
らない練習が上達スピードを飛躍させることを
理解する。

・授業中盤に入ったところで、生徒全員が正
しい礼法・作法を身につけているか、手の
位置や目線・姿勢・動作について再確認す
る。

・上受した際の手の向きによって、まったく力の入り具合が
変わるだけでなく、介護の現場でも使われる技術であるこ
とを紹介する。

6 ①基本動作（相対）
②対人的技能（逆小手・前指固）
③講話（不殺活人）

◎ 〇 〇 ・抜き技から逆技への変化について確認し、倒す
際も相手とのつながりを保って行うようにする。

・講話を通じて、相手をただ痛みつけるのではな
く、冷静にならせて、話し合いで解決できるよ
うにもっていくことが大切であることを理解す
る。

・対人的技能「逆小手」について、掛け手と
捌き手の位置を間違えないよう指導する。

・固技について、相手の関節の可動域によっては、ケガをさ
せてしまう恐れもあるため、段階的に練習するよう注意す
る。

3 7 ①対人的技能（組演武）
②講話（求める人間像）

◎ 〇 ・２人一組となって組演武（２構成）を完成させる。
・講話を通じて「自分さえ強くなればそれでいい」

という間違った考えを、自己確立・自他共楽の
気持ちをもって生活することが大切であること
を理解する。

・一定のリズムで技を行わず、武的要素を意
識し、冴えのある動きをするように指導す
る。

・生徒の技術習得度をみて、授業 3 時間目～ 6 時間目までに
取り組んだ技を選ぶ。生徒の積極性が高い場合は、自由に
選択させることも可。

8 ①演武発表会
②指導者講評

〇 〇 ・演武発表を行い、武道「少林寺拳法」で学んだ
成果を披露する。

・武道は、自信と勇気と行動力を身につけ、
生涯を通じて学ぶことのできるものである
ことを伝える。

・これまでの授業で学んだ技については、相手にケガをさせ
る可能性があるため、非常時以外の場面で用いないように
呼びかける。

教科・科目 保健体育 学年・クラス
2 学年・3 学年

（昨年度実施学年）
予定授業時間 8 指導担当 高知県少林寺拳法連盟　中学武道必修化推進委員・指導員

次 時間 単元名
評価観点

指導目標 指導事項 指導上の工夫・留意点
関 思 技 知

1 1 ①講話（コロナ×武道）
②基本礼法・作法の復習
③ CT（ジャンピング構え）
④基本動作（突き・蹴り）

◎ 〇 ・講話を通じて、武道をする意味を再確認する。
新型感染症問題によって人との距離が大きくな
る中で、今武道をする意味について理解する。

・肩腰を意識した突き・蹴りの動作（単撃）が、
次の体さばきや足さばき、そして攻撃につなが
ることを理解する。

・生徒全員が脚下照顧および、挨拶（合掌礼）
できているか確認する。

・指導者は新型感染症対策として県連が作成したチェックシ
ートを活用して、毎時間検温・手指消毒を実施する。

・安全に配慮する視点を養うため、爪の切り具合や互いに練
習する場所・距離を確認する。

・CT では、中段構・一字構・八相構を復習し、素早い動作
を行うよう指導する。

2 ①基本動作（突き・蹴り復習）
② CT（ダルマさんが転んだ）
③対人的技能
（天地拳第 1 系→団体演武）
④講話：修行の心得①
（目的確立と修行の順序）

〇 ◎ ・前回の授業内容（構え）を振り返り、静と動の
メリハリをつけ、突き・蹴りについてもスピー
ド感を引き出す。

・全員が同じ方向を向き、等間隔に隊形を組み、
天地拳第 1 系を号令なしで動作できるようにす
る。

・突き・蹴りの練習においては、突いた状態
あるいは蹴った状態のまま（伸びた状態）
にならないよう、引き動作を確認する。

・CT では、静止する際に中段構・一字構・八相構のいずれ
かで構える。歩いて行う場合、そして小走りで行うなど、
構えに入る前の条件設定を変えるなどして、正確かつ体幹
を意識した構えの修得を図る。

・団体演武においては、学校側の意向も確認した上で、気合
も含めた演武を実施する。

2 3 ①基本動作（連突）
② CT（はちまき突き）
③対人的技能（上上二連突）
④講話；修行の心得②
（基本を学ぶ・理を知る）

◎ 〇 ・突き動作における、視点の位置を高く設定する
ことにより、自然と上半身（正中線）を立てた
正しい突き動作を理解する。また、突く位置に
ついても正確性をもたせる。

・突きに対する防技として、上上二連突に対して
上受と内受を片腕で行い、体捌きの必要性につ
いても理解を図る。

・相対距離を遠間から設定して、視点を下へ
向かせないようにする。

・CT においては、対構の状態で取り組み、両
者の正中線が側面の方向を向かないように
確認する。

・CT では、はちまきの端をくくり、シャドウ突きのような
形で突く位置との距離感を理解する。

・防技修得においては、生徒たちが手受とならないように、
指導者は大きく動作を示し、手受による事故例も示す。

4 ①基本動作（前受身）
② CT（4 方向ステップ）
③対人的技能（手刀打＋流水受）
④講話：修行の心得③
（数をかける・片寄らせない）

◎ 〇 ・前受身については、膝立ちの状態からはじめ、
最終的に一字構の状態から行う。

・前回授業で取り組んだ、上半身（正中線）を立
てた動作について振り返りながら千鳥足・蟹足
の理解を図る。

・手刀打について、振突のような動作になら
ないように、例示して指導する。

・前受身の実施にあたっては、マットがある場合は積極的に
活用して、事故防止に努める。合わせて使用上の留意点（新
型感染対策も含める）について学校側と事前確認を行う。

5 ①基本動作（横転より起上）
②対人的技能（逆小手・裏固）
③講話：修行の心得④
（無理をしない・永続する）

〇 ◎ 〇 ・横転については、仰臥位の状態からスタートし
て、足の引き上げと手の使い方によって、素早
く起き上がることを理解する。

・逆小手は、相手の動きを制圧する裏固の理解を
図る。

・横転より起上については、相手を警戒する
ために、視線を外さないように意識させる。

・逆小手裏返投については、生徒の技術習得度によって、攻
者の身体をまたいだ後に裏固動作に入るなど、正規動作以
外の方法も取り入れて行う。

6 ①基本動作（相対）
②対人的技能（組演武）

◎ 〇 ・授業２時間目～５時間目までに取り組んだ技術
科目の復習を行う中で、先（後の先・対の先・
先の先）について意識をして、視線を下げない
素早い動作習得を図る。

・演技とならないよう、攻撃位置や間合いな
どの武的要素を確認する。

・組演武の指導においては「今から５分以内で１組発表！」
や「あと３分で全体確認します！」などと緊張感を持たせ
る。

3 7 ①対人的技能（団体演武）
②演武練習

〇 ◎ ・６人～ 10 人（規模は学校側と要相談）のグルー
プを編成し、団体演武に取り組む。１構成目は
天地拳第１系を行い、２・３構成目は生徒に選
択させて探究学習に取り組む。

・巡回指導をする指導員と、生徒からの質疑
応答に対応する指導員に分かれて、生徒観
察する。

・生徒が自ら考察する授業づくりに向けて、ICT 機器（例：
タブレット端末）の活用や、見本演武動画を液晶ディスプ
レーに流すなどの方法を検討する。

8 ①演武発表
②指導者講評

〇 〇 ◎ ・演武発表を行い、武道「少林寺拳法」で学んだ
成果を披露する。

・武道は、自信と勇気と行動力を身につけ、
生涯を通じて学ぶことのできるものである
ことを伝える。

・これまでの授業で学んだ技については、相手にケガをさせ
る可能性があるため、非常時以外の場面で用いないように
呼びかける。

2020 年度　南国市立香南中学校　少林寺拳法授業　指導計画書

【２学年・３学年】

【１学年】

評価観点（関：関心・意欲・態度。　思：思慮・判断・表現。　技：技能。　知：知識・理解）
CT… Coordination Trainig の略
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

終
わ
り
に

今
後
に
向
け
て

生
徒
中
心
の
武
道
授
業

10 11 12中
学
校
武
道
授
業
は

武
道
の
未
来
づ
く
り
の
原
点

武
道
授
業
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み

香
南
中
学
校
で
の

取
り
組
み

「
技
術
習
得
」か
ら「
楽
し
さ
を
知
る
」へ

外
部
指
導
者
の
視
点
を
切
り
替
え
る

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

新
学
習
指
導
要
領
の
保
健
体
育
編
で

は
、
武
道
の
評
価
規
準
が
４
観
点
か
ら

３
観
点
に
変
更
さ
れ
、
文
部
科
学
省
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
授
業
展
開
も
提

唱
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

は
、
さ
ら
な
る
武
道
授
業
の
充
実
と
資

質
向
上
に
向
け
て
予
算
を
確
保
し
事
業

を
展
開
す
る
な
ど
、
中
学
校
武
道
授
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
し
ず
つ
支
援

体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
蹴
り
動
作
や
相
対
距
離

感
覚
を
つ
か
む
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
も
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、「
遊
び
で
あ
り
、

本
来
の
武
的
動
作
を
養
う
練
習
と
は
違

う
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
限
ら

れ
た
時
間
で
動
作
を
習
得
し
、
武
道
に

対
す
る
不
安
要
素
を
な
く
し
て
少
し
で

も
多
く
の
楽
し
さ
を
生
徒
に
実
感
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
大
切
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
あ
る
。
武
道
に
お
い
て
学
ぶ
こ

と
は
「
ま
ね
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

最
初
は
「
ぎ
こ
ち
な
さ
」
を
感
じ
る
動

作
で
も
、
そ
の
動
作
に
含
ま
れ
る
目
的

ハチマキ取りの様子①　片方の生徒がハチマキを相手に向
かって差し出す

②ハチマキを持っていない側は相手の動きを観察し、瞬時
にハチマキを取る

と
意
味
を
意
識
し
て
繰
り
返
す
こ
と
で

自
分
の
技
術
と
し
て
も
の
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

指
導
者
は
、
生
徒
が
「
で
き
た
！
」

や
「
や
っ
た
！
」
と
達
成
感
を
多
く
得

ら
れ
る
場
面
を
い
か
に
作
れ
る
か
と
い

う
、「
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
セ
ン
タ
ー
ド
・

コ
ー
チ
ン
グ
」
の
視
点
に
立
っ
て
授
業

運
営
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
よ
り
良
い

武
道
授
業
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ま
と
め

終
わ
り
に

今
後
に
向
け
て

生
徒
中
心
の
武
道
授
業
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学
校
武
道
授
業
は

武
道
の
未
来
づ
く
り
の
原
点

武
道
授
業
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み

香
南
中
学
校
で
の

取
り
組
み

「
技
術
習
得
」か
ら「
楽
し
さ
を
知
る
」へ

外
部
指
導
者
の
視
点
を
切
り
替
え
る

三
宿
中
の
剣
道
授
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
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少
林
寺
拳
法
は
、
技
の
修
練
を
通
じ

て
自
信
と
勇
気
と
行
動
力
を
身
に
つ

け
、
慈
悲
心
と
正
義
感
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
大
局
的
に
は
自
己

の
可
能
性
を
信
じ
、「
半
ば
は
自
己
の

幸
せ
を
、
半
ば
は
他
人
の
幸
せ
を
」
考

え
て
、
信
念
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
を
一
人

で
も
多
く
育
て
て
、「
理
想
境
」
建
設

に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
を
担
っ
て
い

る
。
そ
の
武
道
を
通
じ
た
学
び
を
中
学

校
の
武
道
授
業
で
展
開
し
て
い
く
に

は
、
ど
う
し
て
も
繰
り
返
し
修
練
す
る

た
め
の
期
間
と
指
導
者
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
武
道
授
業
の
運
営
を
取
り

巻
く
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
両
方

の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
容
易
で
な

い
。
私
た
ち
外
部
指
導
者
が
授
業
協
力

し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
徒
と
一
緒
に

武
道
に
取
り
組
む
心
地
よ
さ
や
喜
び
を

体
験
す
る
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
、
感
動

す
る
よ
う
な
授
業
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
生
徒
た
ち
は
「
や
れ
ば
で
き
る
」

や
「
も
っ
と
上じ
ょ
う
ず手

に
な
り
た
い
」
と
い

う
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
機
会
と
な

る
。

　

武
道
の
授
業
で
得
た
気
づ
き
や
自
信

を
日
常
生
活
に
還
元
し
、
武
道
の
授
業

を
通
し
て
反
省
や
見
方
を
変
え
る
視

点
・
考
え
方
を
学
び
、
再
び
日
常
生
活

の
中
で
改
善
し
て
還
元
す
る
こ
と
の
繰

り
返
し
こ
そ
、
武
道
本
来
の
目
的
と

魅
力
を
実
社
会
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
。

　

よ
り
良
い
地
域
社
会
づ
く
り
・
人
間

関
係
づ
く
り
に
役
立
て
る
力
が
、
中
学

校
武
道
授
業
に
は
あ
り
、
武
道
の
未
来

を
つ
く
る
原
点
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　

今
回
の
授
業
を
通
じ
、
授
業
の
担
当

教
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
好
意
的
な
感

想
も
い
た
だ
い
た
。

「
本
年
で
３
年
目
と
な
る
少
林
寺
拳
法

の
授
業
は
生
徒
た
ち
に
浸
透
し
て
お

り
、
礼
法
や
基
本
動
作
が
身
に
つ
い
て

き
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
先
生
方
の
指

導
も
あ
り
、
対
人
的
技
能
の
習
得
時
も

自
ら
工
夫
し
、
授
業
を
楽
し
み
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
抜
き
技
や
投
げ
技
に

特
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
一
般
財
団

法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
は
、
中
学
校
武

道
授
業
推
進
委
員
と
本
部
職
員
が
連
携

し
て
指
導
実
践
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
私
は
、
国
や
各
武
道
団
体
か
ら

提
供
さ
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
指
導
者

同
士
が
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
が
中
学

校
武
道
授
業
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る

と
感
じ
る
。

　

中
学
校
側
が
望
ん
で
い
る
こ
と
や
武

道
に
寄
せ
る
期
待
を
知
る
こ
と
で
、
指

導
者
も
そ
の
期
待
に
こ
た
え
る
授
業
づ

く
り
が
可
能
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

っ
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
議
論
し
あ
う
こ

と
で
、
全
国
の
指
導
者
と
授
業
づ
く
り

の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
と
考
え

る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
距

離
が
「
遠
間
」
と
な
る
中
で
生
徒
た
ち

も
人
か
ら
直
接
学
ぶ
と
い
う
機
会
を
失

い
つ
つ
あ
る
。
直
接
人
の
熱
意
を
感

じ
、
学
ぶ
こ
と
以
上
に
新
鮮
な
学
び
は

な
い
。
私
た
ち
指
導
者
は
「
ウ
ィ
ズ
・

コ
ロ
ナ
」
の
時
代
と
捉
え
、
こ
の
よ
う

な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
か
を
勇
気
づ

け
た
り
、
元
気
づ
け
た
り
す
る
武
道
授

業
を
提
供
し
て
い
く
大
き
な
使
命
が
あ

る
。
今
後
も
、
各
関
係
組
織
と
連
携
し

て
、
よ
り
良
い
授
業
づ
く
り
に
邁
進
し

た
い
。

「運歩（うんぽ）〈足運び〉」動作練習の一環としてのコー
ディネーショントレーニング


